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会 長 挨 拶

皆様こんにちは。
例会の始まりにあたり一言ご挨拶申し上げます。
本日の例会はロータリー情報委員会による卓話となります。
ロータリーの新人研修より、あらためてロータリーのとは？という事で大和委員長にお話をしてい
ただきます。宜しくお願い致します。
入会したての頃を思い出しながら聞いていただけると良いのかなと思います。
今日は初々しい気持ちになって帰れるかもしれませんね。
さて 2月のロータリー月間は「平和構築と紛争予防月間」となっています。
ロシアのウクライナ侵攻をはじめ、シリア、イラクなどの不安定な中東情勢、トランプ大統領によ
るアメリカのベネズエラ侵攻やグリーンランド領有問題、世界は今紛争が絶えない状況になってき
ています。このことについては私たちが出来ることは少ないと思うのかもしれませんが、ロータリー
では平和の推進という事で「ロータリー会員は奉仕プロジェクトや平和フェロー・奨学生への支援
を通じ、貧困、差別、民族間の衝突、教育機会の欠如、リソース（資源）の不平等な配分といった
紛争の根底にある問題に取り組むために行動を起こしています」とあります。ロータリー活動を通
じて奉仕プロジェクトへの参加や奨学生への支援、貧困、差別をなくしていく事が私たちの出来る
平和の推進になるのかもしれませんね。
それでは本日も宜しくお願い致します。
Lets’　enjoy　your　ROTARY　本日もロータリー活動を楽しみましょう。

長屋会長



会務報告(佐々木幹事）

出席報告(代理：田中会員）
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｢ロータリーの新人研修より
　　　　あらためてロータリーとは？｣

ロータリー情報委員会
委員長　大和 志郎 会員

委員長報告(坂本会員増強委員長）



お祝いの言葉

高橋 会員

佐々木 会員

黒川  吉 会員

黒川・明 会員
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例会案内

月曜日　<広尾ＲＣ：日高信金広尾支店２Ｆ>　<帯広南ＲＣ：北海道ホテル>
火曜日　<芽室ＲＣ：めむろーど２ＦセミナーホールⅡ>　<帯広東ＲＣ：帯広ワシントンホテル>
水曜日　<音更ＲＣ：ハピオ木野コミュニティーホール>　<帯広ＲＣ：ホテルノースランド帯広>　<上士幌ＲＣ：川村会館>
木曜日　<足寄ＲＣ：足寄銀河ホール>　<清水ＲＣ：清水町中央公民館>　<帯広西ＲＣ：北海道ホテル>
金曜日　<帯広北ＲＣ：ホテルノースランド帯広>

発行元：音更ロータリークラブ 会報委員会：竹村 朱美、高島 望、渡辺 慎太郎、玉川 拓馬

本日の食事

長屋会長、竹村
　２月始まりましたね。今月もよろしくお願いします。
大和
　本日、卓話担当なのでよろしくお願いします。
坂本
　ベンチプレス100kg 超えました。

ニコニコ献金

※氏名後の「会員」省略してます

田中親睦委員長


